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記入例②（景観形成推進地区（袖ケ浦駅海側地区）の商業エリアに独立広告物を建てる場合） 

①行為の種類が屋外広告物のため、「（４）屋外広告物」の基準が該当します。 

②行為の場所は、景観形成推進地区（袖ケ浦駅海側地区）の商業エリアのため、 

該当するＡ枠・Ｂ枠・Ｃ枠・Ｅ枠の基準についてチェックをします。 

（枠の記号についての説明は「景観形成基準対応書記入説明」をご覧ください。） 
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